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１. 計画検討の前提条件の評価 

 

表－ 1(1) 評価（計画検討の前提条件）その１ 
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表－ 1(2) 評価（計画検討の前提条件）その２ 
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２. 養浜の評価 

 

表－ 2(1) 評価（養浜）その１ 
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表－ 2(2) 評価（養浜）その２ 
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３. 突堤の評価 

 

表－ 3(1) 評価（突堤）その１ 
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表－ 3(2) 評価（突堤）その２ 
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４. 埋設護岸の評価 

 

表－ 4(1) 評価（埋設護岸）その１ 
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表－ 4(2) 評価（埋設護岸）その２ 
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５. 年次評価の総括 

 

 

表－ 5 年次評価の総括 

 

※2016(H28)年度に実施した対策も一部含む 
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（参考）  

 

 汀線変化状況の予測と実測の違いを確認した結果、二ツ立で、予測以上に回復し

ている。この理由としては、2014 年、2015 年に南からの波の作用が大きく、土砂

が北へ移動したこと、2016 年は波が小さかったため堆積した土砂が南に戻ってき

ていないことが考えられる。  

 石崎浜から突堤までの範囲が、予測ほど回復していない。この理由としては、北

側に土砂が移動して戻りきってきていないことが考えられる。  

 
図－ 1 汀線変化量の予測と実測の比較（2009(H21)年 12 月基準） 
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 2016(H28)年に汀線付近で確認された底生生物の種数は、門別には変動があるもの

の、既往の調査結果と同程度であり、出現種数の変化に顕著な傾向は認められな

い。  

 

 

図－ 2 波打ち際に生息する底生生物の変化 

 


